
平成２９年 度公益社団法人長野県社会福祉士会 事業報告 

 

 Ⅰ 総 括 的 事 項   
 

本会は、県民に対する生活の支援と権利の擁護、社会福祉に関する知識・技術の県民への普及・啓発、並び

に社会福祉事業に携わる専門職員に対する技能の研鑽に関する事業等を積極的に展開してきました。 

併せて、平成 29年度には県や市町村が、今後３年間の事業計画を策定した「高齢者福祉計画・介護保険事

業計画」や「長野県障がい者プラン」に対し、本会は、取り入れるべき内容を社会福祉士の視点から意見や提案

を行いました。福祉専門職の団体として、ソーシャルワークの基盤である社会変革のための政策提言を積極的に

行った年でした。 

本会は、成年後見制度利用促進法の成立及び国が示した基本計画に対して、いち早く成年後見制度利用促

進プロジェクトチーム（以下、ＰＴという）を立ち上げ、ＰＴを中心に、県内どこで暮らしていても、どのような状態に

あっても、県民が公平に成年後見制度等の権利擁護のシステムが利用できるために、県、県弁護士会、県司法

書士会のリーガルサポートながの等と連携し、成年後見制度の普及・啓発、促進を図って来ました。 

各委員会や地区単位で企画実施した、福祉まるごと学会や各種セミナー・シンポジウムは、タイムリーな話題

を取り上げ、この一年間で９会場において実施し、会員だけでなく一般公開も行い、県民も含め約１,３００人が参加

しました。 

 研修事業では、昨年に引き続き基礎研修全科目修了者２５名を輩出しました。研修参加者数は他県に比べ多

く、新潟県、山梨県との研修の相互乗り入れは定着し、３県の受講生の便宜を図るとともに、受講継続のために有

効に機能しました。また、基礎研修に加え、認定社会福祉士取得のための 2つ目の専門研修として、『障がい者

の地域生活支援研修』の認証を取得しました。認定社会福祉士を目指す障がい分野の社会福祉士の専門研修

の１つとして、有効に活用されると思います。 

さらに、社会福祉士実習指導者講習会、社会福祉士国家試験受験対策支援の統一模擬試験の実施、高齢

者虐待対応現任者標準研修を実施して、会員以外にも研修の機会を提供しました。 

８月には、ソーシャルワーカー養成校である長野大学並びに松本大学と連携し、ソーシャルワーカーデー企画

として、県医療ソーシャルワーカー協会、県精神保健福祉士協会と初めて共催で、『ソーシャルワーカーの使命・

専門性・可能性』を考えるフォーラムを開催しました。ソーシャルワーカー養成校とソーシャルワーカー団体として

活動する各会との連携は、今後も増々必要になると考えます。 

虐待対応では、県や県弁護士会と連携し、市町村に虐待対応専門職チームを派遣するとともに、虐待対応標

準研修や各種研修等を通じ、虐待対応の第一義的責務を担う市町村への支援を行いました。養護者による虐待

対応については、少しずつ周知されてきていますが、県内においても養介護施設従事者等による虐待が増加傾

向にある中で、本会としても取り組みを継続・推進していくことが求められています。 

平成３０年３月３１日現在の本会会員は１,１０３人 この１年間で６５人の会員を迎えましたが、退会者も多く実質２６

人の増に留まりました。そして組織率は 29.74％と低迷していますが、全国的には上から 7 番目の位置で、また人

口１０万人当たりの会員数は５２.８３人となり全国第 4位となっています。 

今年度の事業実績・教訓を活かしながら、私たち長野県社会福祉士会員は、公益社団法人の組織の一員として、

また、ソーシャルワーカーとしてさらなる前進と向上が求められています。 



Ⅱ セ ミ ナ ー 等 開 催 事 業  
 

１ 平成２９年度 福祉まるごと学会 

① 企 画  福祉まるごと学会運営委員会 

② 日 時  平成２９年 6 月１０日(土) 13：20～16：20 

③ 会 場  松本大学 

④ 参加者  １８５人 

⑤ 内 容   

○ 研究発表 正会員７人（高齢者支援、児童・教育、障がい者支援） 

高齢者支援  児童教育推進 障がい者支援 

伊藤 浩志 馬場 和子 小林 彩子 

清水  学 土屋 栄司 ＜指定報告＞尻無浜博幸 

川瀬 初美 両角 佳子 ＜指定報告＞樋口 忠幸 

○ シンポジウム 

◆ テーマ：「地域共生社会」の実現に向け、社会福祉士・会の役割を考える 

◇ シンポジスト  萱 津 公 子 氏 

（長野大学特任教授）  

〃      内 田 宏 明 氏 

（日本社会事業大学准教授） 

〃      尻無浜 博 幸 氏 

（松本大学総合経営学部教授） 

◇ コーディネーター 

三 村 仁 志 氏 

（長野県社会福祉士会・会長） 

 

２ 『ソーシャルワーカーの使命・専門性・可能性』を考えるフォーラム 

～これからのソーシャルワーカーの醍醐味と役割を発信！～ 

① 共 催  一般社団法人長野県医療ソーシャルワーカー協会、長野県精神保健福祉士協会 

② 日 時  平成２９年８月６日（日）13：20～16：30 

③ 会 場  松本市松南地区公民館 大会議室 

④ 参加者  １０８人 

⑤ 内 容   

○ 講 演  

◇ テーマ  ソーシャルワーカーの役割・専門性、そして期待 

－ 認定社会福祉士制度から考える － 

◇ 講 師  橋 本 正 明 氏 

（認定社会福祉士認証・認定機構長元日本社会福祉士会長） 

○ シンポジウム  ソーシャルワーカーの使命・専門性・可能性等の未来を語る 

            ― 現場から 醍醐味、役割、そして これからを 発信 ― 

◇ コメンテーター 橋 本 正 明 氏（前掲） 

◇ シンポジスト   植 竹 日 奈 氏（長野県医療ソ―シャルワーカー協会 会長） 



       〃     夏 目 宏 明 氏（長野県精神保健福祉士協会 会長） 

       〃     佐 藤 もも子 氏（長野県社会福祉士会 理事） 

◇ コーディネーター 萱 津 公 子 氏（長野県社会福祉士会 会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 重症心身障がい児・者シンポジウム 

① 企 画  長野県社会福祉士会・北信地区 

② 日 時  平成２９年１１月１１日（土）13：00～16：30 

③ 会 場  にじいろキッズ 

④ 参加者  ８８人 

⑤ 内 容 

○ 基調報告 「重症心身障がい児者と医ケア児者の課題と 

支援者側の体制の課題、医療にできることの開拓」 

  ◇ 講 師 亀 井 智 泉 氏 

(長野こども療育推進サークル ゆうテラス) 

○ シンポジウム 「ライフステージにおける家族の思いに 

                  地域の支えは応えられているのか？」 

  ◇ 助 言 者   亀 井 智 泉 氏（前掲) 

◇ シンポジスト  久保田 久美子 氏（Ｓさん＝小学生の母) 

      〃     大久保 千 枝 氏（プランナー 篠ノ井愛の樹園) 

      〃     中 村 敏 子 氏（Ｙさん＝おとなの母)  

      〃     塩 原 康 二 氏（プランナー ほっとらいふ相談室桃の郷) 

〃          清 水 隆 一 氏（医療法人コスモス会コスモス在宅クリニック院長) 

  コーディネーター    吉 澤 利 政 氏（長野市障害ふくしネット医療的ケア支援委員会委員長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 累犯高齢者・障がい者の支援を考えるセミナー 

① 企 画  地域生活定着支援センター運営委員会 

② 日 時  平成２９年１２月５日(火) 13：00～16：30 

③ 会 場  松本市浅間温泉文化センター 

④ 参加者  １４７人 

⑤ 内 容 

◆ 講 演  「罪に問われた障がい者・高齢者の実情と今後の課題」 

◇ 講 師  野 澤 和 弘 氏（毎日新聞論説委員） 

◆ シンポジウム 

◇ テーマ「累犯障がい者・高齢者の支援方法について」 

◇ シンポジスト  野 澤 和 弘 氏（前掲） 

〃    住 澤 公 子 氏（救護施設 旭寮・ゆめのは 生活相談員） 

〃    和 栗    剛 氏（筑北村社会福祉協議会・ちくほっくる 施設長） 

〃    小 林 和 恵 氏（松本少年刑務所・看守部長 矯正処遇官） 

〃    青 木 寛 文 氏（長野県弁護士会／弁護士法人宮澤法律事務所） 

◇ コーディネーター  小 池 正 志 氏（公益社団法人長野県社会福祉士会事務局長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 成年後見制度利用促進・権利擁護推進セミナー 

① 日 時  平成３０年 1 月２３日（火） 

② 会 場  塩尻市文化センター講堂 

③ 参加者  １８６人 

④ 内 容 

◆ 基調講演   

◇ 演 題  成年後見制度利用促進基本計画と成年後見制度の現状と課題 

◇ 講 師  西 岡 慶 記 氏（最高裁判所事務総局家庭局 局付裁判官） 

◆ 講  演 

◇ 演 題  長野家庭裁判所管内の成年後見制度利用の現状と課題 

◇ 講 師  猪 坂   剛 氏（長野家庭裁判所裁判官） 

 ◆ シンポジウム 自己決定権の尊重と地域における連携ネットワークづくり 

◇ コメンテーター    西 岡 慶 記 氏（前掲） 

◇ シンポジスト   五 味 弘 行 氏（長野県弁護士会、高齢者・障害者委員長） 

〃      高 野 哲 浩 氏（リーガルサポートながの支部長） 

〃         三 村 仁 志 氏（長野県社会福祉士会 前会長） 



〃       矢 澤 秀 樹 氏（上伊那成年後見センター所長） 

◇ コーディネーター     山 口 光 治 氏（淑徳大学副学長・教授、 

日本社会福祉士会・後見利用促進等研究委員会ＷＧ委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 中信地区全体研修会 地域共生社会の実現に向けて 

① 企 画  長野県社会福祉士会・中信地区 

② 日 時  平成３０年１月２８日(土) 14：00～16：45 

③ 会 場  松本大学 5 号館 522 教室 

④ 参加者  １４６人 

⑤ 内 容 

○ 第一部事例報告 

   地域共生社会の実現に向けた社会福祉士の取り組み 

  ① ひきこもり経験者として、専門職としての課題と今後について 

磯 田 一 馬 氏（長野県社会福祉士会 福祉活動委員） 

  ② 生活困窮者支援とフードドライブの活動について 

村 上 晴 久 氏（松本市社会福祉協議会 まいさぽ松本 センター長） 

  ○ 第二部基調講演 「地域共生社会の実現とソーシャルワーク」 

◇ 講 師  原 田 正 樹 氏（日本福祉大学学長補佐・社会福祉学部教授） 

 

７ 長野の医療・福祉現場における保証問題を考えるセミナー（共催：県弁護士会、リーガルサポートながの） 

① 企 画  長野県社会福祉士会・北信地区 

② 日 時  平成３０年２月１７日(土) 13：00～16：00 

③ 会 場  児童発達支援センター「にじいろキッズらいふ」２F 多目的室  

④ 参加者  １３９人 

⑤ 内 容 

◆ 講 演  「身元保証等生活サポート事業の法的問題」 

◇ 講 師  熊 田  均 氏（弁護士、愛知県熊田法律事務所） 

◆ シンポジウム 

◇ テーマ「長野における保証問題の現状‐現場からみた」 

◇ コメンテーター 熊 田   均 氏（前掲） 

◇ シンポジスト 桜 沢 篤 志 氏（長野中央病院 医療福祉相談室長） 

        〃     庄 田 祐 輔 氏（特別養護老人ホーム真島の里 生活相談員） 

 



         〃     峯 村 伸 吾 氏（峯村司法書士事務所 司法書士） 

  ◇ コーディネーター 土 屋 ゆかり 氏（長野県社会福祉士会 福祉活動委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 認知症フォーラム（主催：箕輪町社会福祉協議会 すまいるサポート推進委員会） 

① 日 時  平成３０年２月１７日(土) 14：00～16：00 

② 会 場  箕輪町文化センターホール 

③ 参加者  ２００人 

④ 内 容 

○ 第 1 部：映画 「認知症と向き合う」 

○ 第 2 部：寸劇 「お互い様だよ。山向井さん！！」 

○ 第 3 部：相談 「なるほど！納得！認知症相談室」 

 

９  シンポジウム 「発達障がいへの理解と支援について考える」 

① 日 時  平成３０年２月２４日(土) 13：00～16：00 

② 会 場  小諸市市民交流センター ステラホール 

③ 参加者  ８２人 

④ 内 容 

◆ 基調講演 「発達障がいへの理解、地域における課題、社会的養護について」 

◇ 講 師  川 島 良 雄 氏（長野大学社会福祉学部 教授） 

◆ パネルディスカッション 

◇ テ ー マ  「地域での現状と課題を知り、今出来ることを考えよう！」 

 ◇ パネリスト   神 原 久美子 氏（社会福祉法人上田明照会 蓮の音こども園 園長） 

   〃     水 間 理絵子 氏（佐久おむすびの会） 

   〃     佐 藤 もも子 氏（東御市社会福祉協議会 まいさぽ東御 主任相談支援員） 

◇ コーディネーター  端 田 篤 人 氏（長野大学社会福祉学部 准教授） 

 

 

 

 

 

 

 



   Ⅲ 研 修 開 催 等 事 業  
 

１ 社会福祉士 基礎研修Ⅰ            

 ○ 日  程  平成 29 年 8 月 6 日・11 月 18 日（２日間） 

○ 会 場  安曇野市豊科学習研修センターきぼう／豊科保健センター 

○ 受講者  ５２人 

○ 内 容  社会福祉士会の歩み・組織、生涯研修制度、倫理綱領・行動規範の理解等 

○ 講 師  矢澤秀樹／小池正志／森田靖子 

２ 社会福祉士 基礎研修Ⅱ            

 ○ 日 程  平成 29 年 5 月 6 日～平成 30 年 1 月 6 日（月１回・９日間） 

○ 会 場  松本市浅間温泉文化センター／塩尻総合文化センター 

 ○ 受講者  ５２人 

 ○ 内容等  相談援助、社会福祉援助、ソーシャルワーク、コミュニティソーシャルワーク、社会

資源開発、ネットワーク、福祉政策、社会福祉調査、スーパービジョン、権利擁護、実践研修 

○ 講 師  青木靖志／森貴男／佐藤もも子／長峰夏樹／西澤範昭／勝又小百合／細田昌義 

三村仁志／合田盛人／角田信治／森田靖子 

３ 社会福祉士 基礎研修Ⅲ 

 ○ 日 程  平成 29 年 5 月６日～平成 30 年 2 月 3 日（月１回・１０日間） 

○ 会 場  松本市浅間温泉文化センター／塩尻総合文化センター 

 ○ 受講者  ２９人 

○ 内容等  対人援助、事例研究、意思決定の支援、地域における福祉活動、組織マネジメント、 

リスクマネジメント、福祉サービスの質と評価、スーパービジョン、新人教育 等 

○ 講 師  角田信治／森田靖子／森貴男／三村仁志／青木靖志／佐藤もも子／駒村和文 

 西澤範昭／細田昌義／勝又小百合 

４ 福祉関係者のための地域ネットワーク実践力養成研修（認定社会福祉士制度 認証研修） 

 ○ 日 程  平成 29 年 10 月 21 日・22 日・平成 30 年 2 月 24 日（3 日間） 

○ 会 場  松南地区公民館（なんなんひろば） 

○ 受講者  ９人 

○ 内 容  ソーシャルワーク実践におけるネットワーク構築、個と地域の一体的アプローチ、 

組織・関係機関のネットワーク作り、地域ネットワーク作り 

○ 講 師  坂口功／長峰夏樹／丸山沙織／小松真樹／春日優美／佐藤もも子／萱津公子 

５ 社会福祉士実習指導者講習会 

 ○ 日 程  平成 29 年 7 月 8・9 日（2 日間） 

 ○ 会 場  長野大学 

○ 受講者  ４１人 

○ 内 容  実習指導概論、実習マネジメント論、実習プログラミング論、実習スーパービジョン論 

○ 講 師  内田宏明／森田靖子／細田昌義  

６ 社会福祉士全国統一模擬試験         

 ○ 日 程  平成 29 年 12 月 10 日（日） 

 ○ 会 場  長野大学 

 ○ 受験者  ８８人 

７ 高齢者虐待対応に関わる研修 

(1) 高齢者虐待対応現任者標準研修 

○ 期 日  平成 29 年 6 月 28 日・7 月 3 日・20 日（３日間） 

○ 会 場  長野県総合教育センター（塩尻市） 



○ 受講者  １２７人 

○ 内 容  高齢者虐待防止法の理解、高齢者虐待対応と権利擁護、初動期段階・対応段階・終結 

と評価段階の留意点とポイント総合演習Ⅰ・Ⅱ 等 

○ 講 師 

外部講師： 五味弘行氏（長野県弁護士会員） 

会員講師： 矢澤秀樹／渋沢昌記／長峰夏樹／永池幹／宮本雅透／南澤保徳／勝又小百合／金箱 

    翼／依田あけみ 

ファシリテーター（上記会員を含む） 

： 金川優子／北澤さつき／丸茂一樹／川瀬初美／横山昌由／関口あい子／坂口功／高 

橋徹也／大谷庄司／風間麻奈／宮下朋子／衛藤史朗 

(2) 虐待対応の基本的スタンス研修 

○ 期 日  平成 29 年９月 28 日 

○ 会 場  長野県総合教育センター 

○ 受講者  ５０人 

○ 内 容   

◇ 講義 社会福祉士のあるべき虐待対応の基本的スタンス 

◇ 講師 田村満子氏（有限会社たむらソーシャルネット代表／大阪社会福祉士会相談役）      

(3) 高齢者虐待対応講師研修（長野県、長野県弁護士会と共催） 

 ○ 期 日  平成 29 年 11 月 22 日 

 ○ 会 場  本 会 場：長野県弁護士会館（長野市） 

衛星会場：上田・松本・飯田在住会館（県弁護士会衛星会議システム利用） 

 ○ 受講者  ４１人 

○ 内 容  

  ◇ スタンダードモデルの確認 

◇ 発表 専門職派遣を受けて 佐藤裕子氏 

◇ 演習 専門職チームの役割 それぞれの専門性を生かした助言のあり方  

８ 長野県地域包括ケア推進研修（県共催） 

○ 期 日  平成 29 年９月 28 日 

○ 会 場  長野県総合教育センター 

○ 受講者  １８６人 

○ 内 容   

◇ 講 演 

・テーマ “我が事・丸ごとの地域包括ケアの推進に向けて” 

・講 師  田 村 満 子 氏（有限会社たむらソーシャルネット代表／大阪社会福祉士会相談役） 

   ◇ シンポジウム  地域包括ケアの実現に向けて 

        ～それぞれの役割と取組みから～ 

■ 助 言 者 

 □ 田 村 満 子 氏（前掲） 

■ シンポジスト        

  □ 佐々木 公 子 氏（佐久市中込・野沢地域包括支援センター）         

 □ 吉 澤 利 政 氏（ほっとらいふ相談室桃の郷）        

 □ 市 瀬 邦 子 氏（長野県下伊那・飯田市生活就労支援センター） 

 □ 立 石 武 彦 氏（茅野市役所地域福祉課生活福祉係）    

■ コーディネーター  

 □ 土 屋 ゆかり 氏（長野県社会福祉士会 福祉活動委員会副委員長） 



９ 研究発表・まとめ方講座 

○ 期 日  平成 30 年３月 24 日 

○ 会 場  長野大学 

○ 受講者  １７人 

○ 内 容   

◇ 講 義  実践研究発表に向けた研究発表・まとめ方 

◇ 講 師  鈴 木 忠 義 氏（長野大学社会福祉学部）            

 

10 講師派遣事業 

(1) 虐待対応専門職派遣（協定に基づき弁護士とチーム派遣） 

○ 虐待対応専門職チーム派遣    ４自治体等 

○ 派遣会員：樋熊真智子／南澤保徳／宮本雅透／矢澤秀樹 
 

 (2) キャリア形成訪問指導事業（県補助事業） 

  ○ 派遣事業所数   延８３事業所 

 ○ 研修内訳 

   職業倫理（3） 地域包括ケアの推進（1） 高齢者虐待対応（26） 障がい者虐待対応（5） 

   権利擁護（1） 接遇・コミュニケーション（26）  ターミナルケア・グリーフケア（13） 

 その他 （8） 

○ 派遣会員 

青木靖志／鮎澤一樹／磯村政範／衛藤史朗／大蔦智子／奥永学／勝又小百合／金川洋 

金川優子／金箱翼／上條通夫／萱津公子／川瀬初美／北澤さつき／熊本圭吾／小池達也 

小池正志／小林俊之／坂口功／塩原康二／渋沢昌記／秦泉寺孝／杉浦剛／関口あい子 

髙岡久章／田中雄一郎／田村幸樹／土屋ゆかり／永池幹／西沢茂洋／樋沢省吾／平澤大介 

福澤智子／丸茂一樹／南澤保徳／三村仁志／宮島渡／山﨑博之／弓田香織／横山昌由 

依田あけみ 
 

(3) 介護支援専門員研修講師派遣（県社会福祉協議会） 

① 「介護支援専門員更新研修（実務未経験者）」及び「再研修」 『人格の尊重及び権利擁護並

びに介護支援専門員の倫理』 

6 月 7 日 長野会場  会員講師：横山昌由 

9 月 6 日 松本会場  会員講師：永井美玲 

② 「介護支援専門員新研修（実務経験者）【初回更新者】」及び「専門研修（専門課程Ⅰ）」 

『対人個別援助技術及び地域援助技術』 

6 月 14 日 佐久会場  会員講師：森 貴男  助言者：中野 純 

6 月 21 日 駒ヶ根会場 会員講師：小池達也  助言者：髙岡久章 

9 月 26 日 松本会場  会員講師：小池達也  助言者：西沢茂洋 

③ 「介護支援専門員実務研修」『相談援助の専門職としての基本姿勢及び相談援助技術の基礎』 

12 月 26 日 長野会場 会員講師：森 貴男、中野 純 

助 言 者：二村高明、長戸桜子、市村清和、小池輝昭 

1 月 5 日 松本会場 会員講師：西沢茂洋 助言者：長戸桜子、守屋幹男 

1 月 5 日 佐久会場 会員講師：髙岡久章 助言者：森 貴男、中野 純 

④ 「介護支援専門員実務研修」 『人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の倫理』 

12 月 27 日 長野会場 会員講師：横山昌由 

1 月 6 日 松本会場 会員講師：永井美鈴 

1 月 6 日 佐久会場 会員講師：金箱 翼 



11 各種審議会・審査会・協議会等委員の推薦       

○ 長野市地域包括支援センター運営協議会  小山順子 

○ 暮らしのあんしんサービス事業運営監視委員会  岩崎明弘 

○ 長野市地域密着型サービス等運営委員会  田村幸樹 

○ 長野県性暴力被害者支援センター運営会議  萱津公子 

○ 上伊那後見センター法人後見受任審査会  林 義也 

○ 長野市いじめ問題対策連絡協議会  宮嵜貞子 

○ 長野市いじめ問題調査・解決チーム  宮嵜貞子 

○ 長野県社会福祉協議会理事  青柳與昌 

○ 長野市成年後見支援センター専門職調整委員会  小池正志 

○ 長野県生徒指導総合対策会議  東福寺裕子 

○ 松本市成年後見支援センター運営委員会  新保絵理 

○ 松本市成年後見支援センター市民後見推進委員会  新保絵理 

○ 長野市高齢者虐待防止ネットワーク運営協議会  渋沢昌記 

○ 長野市成年後見支援センター運営委員会  小池正志 

○ いいだ成年後見支援センター運営委員会  佐々木千栄子 

○ 長野市認知症支援検討委員会  小山順子 

○ 上田市いじめ問題調査対策委員会  内田宏明 

○ 長野市障害者虐待防止連携協議会  青柳與昌 

○ スクールソーシャルワークプロジェクトチーム委員（日士会）  内田宏明 

○ 長野市障害者差別解消連携協議会  青柳與昌 

○ 松本市高齢者・障害者虐待防止ネットワーク協議会  大谷庄司 

○ 養護教諭資質向上協議会  弓田香織 

○ 虐待対応力向上に向けた体制整備のあり方検討プロジェクトチーム（日士会）  宮本雅透 

○ 岡谷市いじめ問題対策調査委員会  松倉歩美 

○ 長野市いじめ問題対策連絡協議会  宮嵜貞子 

○ 長野県学校支援チーム  東福寺裕子 

○ 上小圏域成年後見支援センター運営委員  春原伸行 

○ 長野県介護支援専門員研修委員会  上條通夫 

○ 長野県社会福祉審議会地域福祉計画専門分科会  佐藤もも子 

○ 平成 29・30 年度介護認定審査会委員の推薦（前任者辞任に伴う後任） 

長野広域 ；長谷川泰正    松本広域 ；上條通夫   大北広域 ；五反田雄介 

○ 平成 29・30 年度障害支援区分認定審査会委員の推薦（前任者辞任に伴う後任） 

松本広域 ；田中雄一郎 

 

12 講師養成中央等派遣研修 

① 2017 年度未成年後見人養成研修（試行研修）（6 月 10 日・東京）弓田香織 

② 意思決定支援・成年後見活動ツールで伝達研修（8 月 4 日～5 日）衛藤史朗／小林俊之 

③ 2017 年度司法福祉全国研究集会・司法福祉担当者研修会（9 月 30 日～10 月 1 日）金川優子 

④ 基礎研修講師養成研修（11月 23日・東京）上條通夫／宮木芳子／田村幸樹 

⑤ 現場のための虐待防止研修～施設従事者編～（11月 18～19日・東京）衛藤史朗／勝又小百合  

   



Ⅳ 広 報 事 業  
 

１ 広報紙発行 

 (1) 発行部数 

   ２,２００部（会員＋事業所向け） 

 (2) 発行概要 

  ① 広報紙第 160 号 2017 年 5 月 1 日発行 

 ・長野県社会福祉士会 次期役員候補者について! 

 ・抄録の書き方・発表の方法 講座開く！ 

 ・平成 28 年度 基礎研修修了者の声 

 ・特集 社会福祉士がおすすめする本 

 

② 広報紙第 161 号 2017 年 7 月 1 日発行 

 ・社会福祉士会に課せられた使命と専門性 

 ・福祉まるごと学会実践研究発表・指定報告 

 ・地域共生の実現に向け、 

社会福祉士・会の役割を考える 

 ・特集「新人さん、いらっしゃい！」 
 

③ 広報紙第 162 号 2017 年 9 月 1 日発行 

 ・「私が思う社会福祉士・社会福祉士会」 

 ・ソーシャルワーカーの使命・ 

専門性・可能性を考えるフォーラム 

・特集「社会福祉士としての１日に密着！」 

・災害福祉支援プロジェクトの取り組み 

 

④ 広報紙第第 163 号 2017 年 11 月１日発行 

 ・貧困問題とフードバンク事業について 

 ・特集「多くの人が“食欲の秋”を楽しむために」 

会員の関わる各地のフードバンク・子ども食堂 

・我が事・丸ごとの地域包括ケアを考える 

・成年後見制度利用促進法・基本計画について 

 

⑤ 広報紙第第 164 号 2018 年１月１日発行 

 ・ジェネラリストＳＷとしてスキルアップを！ 

 ・昨年の三大ニュース、今年の目標… 

 ・特集「年男・年女 今年の抱負」 

 ・災害時対応研修会（南信地区、大北地区合同） 

 ・重症心身障がい児・者シンポジウム 2017in 長野 
 

 ⑥ 広報紙第第 165 号 2018 年３月１日発行 

・地域共生社会の実現とソーシャルワーク 

       原田正樹氏（日本福祉大学学長補佐） 

  ・東北中南信地区セミナー 

  ・成年後見制度利用促進・権利擁護推進セミナー 

  ・子ども家庭福祉の現状と課題（中信地区学習会） 

  ・認定社会福祉士取得に必要となる基礎研修 

  ・特集「我が地区の自慢」 



２ ホームページ更新 

本会ホームページの学習会・研修会情報等の 

お知らせの更新 
３ 一斉メール配信 

会員に対する研修会・学習会等のお知らせ、 

求人情報などの有用な情報の周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 Ⅴ 成年後見事業（権利擁護センター ぱあとなあながの） 
 

１ 成年後見人人材育成委託研修・名簿登録研修（共催：山梨県社会福祉士会） 

○ 期 日  平成２９年７月３日、９月９・１０日、１０月２１・２２日 

○ 会 場  松南地区公民館（なんなんひろば） 

○ 受講者  １１人（山梨県１人） 

 ○ 内 容  成年後見制度の解説、成年後見活動における判断能力のとらえ方、社会福祉士と成年

後見～権利擁護の視点から、財産法の基礎、財産管理のための知識、後見事務の実際、

家庭裁判所の実務の理解、家族法の基礎、身上監護のための知識 

 ○ 講 師  澤地雅弘氏（長野県弁護士会員） 

小笠原紘輔氏（北アルプス医療センター精神科医） 

渡邉貴樹氏 （リーガルサポートながの会員） 

長藤美樹氏（長野家庭裁判所松本支部主任書記官） 

○ 会員講師：三村仁志、守屋幹雄、上條弘、鳥羽弘幸、北原俊憲 

 

２ ぱあとなあながの４地区全体研修会 

○ 期日・会場   東信 １２月１７日（日）１８人 東御市総合福祉センター 

南信  １月１３日（土）２６人 茅野市文化センター 

中信  １月２０日（土）３２人 なんなん広場（松南地区公民館） 

北信  ２月 ４日（日）２９人 長野市ふれあい福祉センター 

○ 受講対象者  権利擁護センターぱあとなあながの会員 

 ○ 内 容  「受任直後の事務」 講義・グループワーク 

「後見実務と記録」 講義・実習 

「福祉サービス利用における実務と留意点」  講義・グループワーク 

「後見人の倫理」  講義・グループワーク 

 ○ 会員講師：春原伸行、宮入典子、中野純、比田井直樹、花田百惠、北原俊憲、衛藤史朗、 

守屋幹雄、横山昌由、三村仁志、小林俊之、高橋保行、小山順子 

 

３ 成年後見制度利用促進事業（県補助事業） 

① 福祉関係者のための成年後見制度活用講座 

○ 共 催  長野県社会福祉協議会 

○ 期 日  平成 29年 10月 25・26 日 

  ○ 会 場  ビレッジ安曇野 

  ○ 受講者  ４１人 

  ○ 内 容  福祉サービス利用と成年後見制度、成年後見制度の概要、日常生活自立支援事業と

成年後見制度、法定後見等の申立ての実務、任意後見制度と契約締結の実務、成年後見

人等の職務、グループ討議・全体討議 

  ○ 外部講師  帯金康祐氏（リーガルサポートながの会員） 

田畑恵一氏（伊那公証役場 公証人） 

○ 会員講師  小池正志／小林俊之／北原俊憲／宮澤祥大 

 

② 成年後見制度利用促進基本計画策定等研修会 

○ 期日・会場・受講者  

平成２９年１２月６日（水）千曲市更埴公民館        ６１人 

平成２９年１２月７日（木）安曇野市学習交流センター    ５１人 



  ○ 内容・講師 

   ◆ 講 義 成年後見制度利用促進基本計画と市町村の役割・期待 

◇ 講 師 池田 惠利子氏（内閣府・成年後見利用促進委員会臨時委員、 

日本成年後見法学会副理事長、あい権利擁護支援ネット代表） 

◆ 講義(演習) 今、求められている、中核機関の設置・地域連携ネットワークの構築に向けて 

◇ 講 師 川端 伸子氏（あい権利擁護支援ネットスタッフ） 

 

③ 成年後見制度利用促進・権利擁護推進セミナー（詳細：セミナー開催事業の記載） 

○ 期 日  平成３０年１月２３日（火） 

○ 会 場  塩尻市文化センター講堂 

 

４ ぱあとなあながの業務監査委員会 

〇 期 日  平成３０年２月２２日（木） 

 ○ 会 場  長野県食糧会館２Ｆ会議室 

 〇 内 容 ① 正副委員長の選出 

② ぱあとなあ事業・運営、後見受任者の活動内容等の業務監査 

③ ぱあとなあ業務・運営等に対する業務監査委員会からの指導・助言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 長野県成年後見関係団体連絡会 

○ 期  日  平成３０年３月１５日 13：30～ 

○ 会  場  長野県食糧会館２Ｆ会議室 

○ 構成団体  長野県弁護士会（ひまわり長野）      

(公社)成年後見センター・リーガルサポートながの 

長野県社会福祉士会（ぱあとなあながの）  

長野県精神保健福祉士協会 

公益社団法人長野県介護福祉士会      

関東信越税理士会長野県支部連合会 

ＮＰＯ法人長野県介護支援専門員協会    

(一社)コスモス成年後見サポートセンターしなの 

(一社)社労士成年後見センター長野 

 ○ オブザーバー  長野県地域福祉課      

長野県社会福祉協議会   

＜業務監査委員会委員＞ 

◎ 小山順子（ケアハウスエマオ施設長）   ○ 田幸良友（司法書士） 

・ 五味弘行（弁護士）           ・ 宮澤政彦（医師）         

・ 石山佳子（精神保健福祉士）       ・ 越田明子（長野大学教授）    

・ 伝田景光（認知症の人と家族の会県支部長）・ 野口一輝（長野市成年後見支援 C）  

・ 新村潤（特養やすらぎの園副統括施設長） ・ 丸山克之（老健孝松舘理学療法士） 



 Ⅵ 生 活 支 援 等 事 業（受託事業）  
 

 地域生活定着支援センター事業  

 

１ 受託事業 

高齢者や障がい者が矯正施設退所後、自立生活が困難な場合、保護観察所と協働して、福祉サービ

スの利用を援助すること等により、自立生活ができるよう支援を行う。 

長野県から委託を受けて事業を実施。 
 

２ 主な事業内容 

① コーディネート業務 

保護観察所からの依頼に基づき、対象者に対してニーズの確認を行い、受入福祉事業所の斡旋、

福祉サービスに関わる申請支援を行う。 

② フォローアップ業務 

コーディネート業務が終了後、地域に定着するまでの間必要に応じて、本人及び福祉事業所等に

対して支援を行う。 

③ 相談支援業務 

被疑者・被告人段階での障がい者・高齢者の支援や矯正施設から退所した方の福祉サービス利用

に関して、本人や関係者からの相談に応じ、コーディネート業務同様の相談・支援を行う。 
 

３ 支援実績 

                                                                  (単位：人） 

  業 務 区 分                

区  分  

コーディネート フォローアップ 

H29 H28 H27 H29 H28  H27 

支 

援 

人 

数 

高 齢 者 17 15 20 10 8 8 

知的障がい者 10 10 5 9 3 4 

精神障がい者 3 5 5 0 0 1 

身体障がい者 2 3 3 1 1 1 

計 32 33 33 20 12 14 

相 

談 

経 

路 

前年度からの継続 13 14 13 9 5 5 

保護観察所 14 6 14 2 1 2 

他県センター 5 13 6 9 6 7 

計 32 33 33 20 12 14 

 

退 

所 

時 

の 

状 

況 

 

福 祉 施 設 0 1 1    

居 宅 生 活 3 1 3    

更生保護施設 7 3 4    

救 護 施 設 0 0 1    

病   院 1 2 0    

他県帰住等 5 10 10    

特別調整辞退 3 3 0 0   

計 19 20 19    

 

※ フォローアップは、施設に正式入
所前のショートで繋ぐ場合、また病
院入院の場合も含め期間限定のた
め、定着支援センターでは満期出所
支援のコーディネート業務と全く同
じである。 

 
※ フォローアップは、正式入所でき
ても問題行動を起こし出所 4年経過
しても継続支援しているケースがあ
る。 



４ セミナー・研修会 

(1) 累犯障がい者・高齢者支援を考えるセミナー（詳細：セミナー開催事業に記載） 

○ 期日・会場  平成２９年１２月  ５日 松本市浅間温泉文化センター １４７人 

(2) 矯正施設視察研修会 

 ○ 期日・会場  平成２９年１０月１３日 長野刑務所     ２４人 

 ○ 期日・会場  平成２９年１０月２３日  松本少年刑務所 １３人 

  

５ 運営体制等 

 ○ 困難ケースの指導･助言を中心に、定着支援センター運営委員会を開催 

 ○ 職員は、センター長及び支援スタッフ 計３人 

 

 

 児童虐待・ＤＶ24時間ホットライン業務  

１ 受託事業 

「児童虐待・ＤＶ24 時間ホットライン」を設置し、児童虐待及びＤＶに関する通告等に 24 時間態

勢で電話相談対応する業務。 

相談件数の増加と共に、内容が一層複雑化しており、電話相談対応に高度な専門性が求められてい

る中で、電話相談対応の質の維持向上を図るため、公募型プロポーザル方式により昨年度から受託 

２ 業務の内容 

・ 電話による児童虐待及びＤＶに関する通告、通報及び緊急の相談等の受理 

・ 緊急事案を受理した際の児童相談所又は女性相談センターへの速やかな連絡 

・ その他、電話相談業務全般に付帯する業務 

３ 業務の体制 

 ・ １日２４時間（夜間・深夜・早朝含む）、３６５日電話相談を受ける相談員（臨時職員）６人を雇用して対応 

 ・ 毎月１回 電話相談員定例会を開催し情報の共有、相談業務の向上を図った。 

４ 通告通報・相談件数等  

平成２９年度 「児童虐待・ＤＶ24時間ホットライン」受付及び処理状況（4～3月） 

1 通告通報・相談件数   

    

2 処理状況 

  

 

  
相談種別 前年度 件数 構成比% 

  

緊急連絡 
助言・

傾聴 

他機関

紹介 
その他 

 

児童 児童虐待 149 132 12.5% 

  

86 15 18 13 

 

関係 養護 116 85 8.0% 

  

29 27 26 3 

 

  その他(*１) 760 565 53.4% 
 

419 51 26 69 

 

  小計 1,025 782 73.9% 534 93 70 85 

 

ＤＶ ＤＶ被害 41 56 5.3% 12 8 36 0 

 

女性 夫婦問題 23 33 3.1% 0 12 20 1 

 

関係 親族の暴力 27 6 0.6% 

  

1 3 2 0 

 

  その他(*２) 58 42 30.7% 

  

10 7 16 8 

 

  小計 149 137 12.9% 

  

23 30 74 9 

 

その他(*３) 474 139 13.1% 

 

6 49 42 42 

 

合計 1,648 1,058 

 

  563 172 186 136 

 

＊１「児童関係」の「その他」は、虐待以外の児童・生徒からの相談や、関係機関等からの業務連絡 

 

＊２「ＤＶ・女性関係」の「その他」は、親族問題、住居問題などの相談や、関係機関等からの業務連絡 

 

＊３「児童関係」、「ＤＶ・女性関係」以外の「その他」は、問い合わせ電話など 



 Ⅶ 法 人 運 営  
１ 定時総会 

● 期日：平成２９年６月１０日（土） 会場：松本大学 

○ 出席正会員数（委任状を含む）  ６２５人 

○ 議事事項 

第１号議案  平成２８年度 収支決算について 

 第２号議案  次期役員（理事・監事）の選任について 

○ 報告事項 

(1) 平成２８年度 事業報告について 

(2) 平成２９年度 事業計画について   

(3) 平成２９年度 収支予算について 

(4) 謝金・旅費等支払規程について 

(5) 会員に対する寄付金の依頼等に関する内規について 

(6) 運営安定化積立金設置・運用規程について 

(7) 大規模災害発生時対応要綱について 

(8) 大規模災害支援積立金設置・運用規程について 

(9) 平成 29・30 年度 地区役員・各種委員について 
 

２ 監査会 

● 期日：平成２９年 ４月２２日（土） 会場：長野県社会福祉士会事務局 

● 期日：平成２９年１１月１５日（水） 会場：長野県社会福祉士会事務局 
 

３ 長野県情報公開・法務課立入検査 

● 期日：平成２９年 ８月 ８日（火） 会場：長野県食糧会館２F 会議室 
 

４ 理事会 

● 第 1 回通常理事会 平成２９年４月２２日（土） 会場：長野県食糧会館２F 会議室 

○ 議決事項 

第１号議案  平成28年度 事業報告について 

第２号議案  平成28年度 決算報告について 

第３号議案 平成29年度 定時総会の開催について 

第４号議案 次期役員（理事・監事）の選任について 

第５号議案 謝金・旅費等支払規程の一部改正について 

第６号議案 寄付金の依頼等に関する内規の一部改正について 

第７号議案 平成29・30年度 リーガルソーシャルワーク委員会、倫理委員会委員について 
 

● 臨時理事会 平成２９年６月１０日（土） 

○ 議決事項 

第１号議案  正副会長の選任について 

第２号議案 常任理事の選任について 

第３号議案 生涯研修センターのセンター長の選任について 
 

 ● 第２回通常理事会 平成２９年６月２４日（土） 会場：長野大学２号館２０１教室 

○ 議決事項 

  第１号議案 長野県社会福祉士会 正会員の入会について 
 

● 第３回通常理事会 平成２９年８月２６日（土） 会場：障がい者支援施設「ささらの里」 

  ○ 議決事項 



第１号議案 長野県社会福祉士会 正会員の入会について 

第２号議案  公印管理規程の制定について 
 

● 第４回通常理事会 平成２９年１１月１８日（土） 会場：長野県食糧会館２Ｆ会議室 

  ○ 議決事項 

第 1 号議案 長野県社会福祉士会 正会員の入会について 
 

● 第５回通常理事会 平成３０年  １月２０日（土） 会場：障がい者支援施設「ささらの里」 

  ○ 議決事項なし 
 

● 第６回通常理事会 平成３０年  ３月 ３日（土） 会場：長野県食糧会館２Ｆ会議室 

  ○ 議決事項 

第 1 号議案 正会員の入会について 

第２号議案  平成 30 年度 定時総会の開催について 

第３号議案 権利擁護センターぱあとなあ名簿登録規程の一部改正について 

第４号議案 謝金・旅費等支払規程の一部改正について 

第５号議案 謝金・旅費等の取扱いに関する内規の一部改正について 

第６号議案 給与規程の一部改正について 

第７号議案 平成 30 年度 事業計画について 

第８号議案 平成 30 年度 収支予算について 
 

５ 常任理事会 

● ４月２２日／６月２４日／８月２６日／１１月１８日／１月２０日／３月３日 
 

６ 正副会長会議 

● 4 月 11 日／ 4 月 22 日／5 月 26 日／ 6 月 22 日／6 月 24 日／8 月 8 日／8 月 26 日／ 9 月 22 日 

10 月 13 日／11 月 6 日／12 月 15 日／1 月 12 日／2 月 21 日／ 
 

７ 意見・提言・要望等 

(1) 市町村長への要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２９長社福士第１５３号 

平成２９年１２月２５日 

○ ○ 市町村長 ○ ○ ○ ○  様 
 

公益社団法人 長野県社会福祉士会 

会  長   萱 津 公 子    
 

市町村高齢者(老人)福祉計画・介護保険事業計画等への意見提案について（要望） 
 

＜略＞ 

さて、老人福祉法及び介護保険法に基づき、市町村における高齢者に対する保健・福祉施策や介護保険

事業等の展開・推進に向けて、来年度から３年間の計画期間で策定される「市町村高齢者(老人)福祉計画」

及び「介護保険事業計画」等の策定作業が進められ、パブリックコメントの募集が行われております。 

このような中で、本会では、居住地に関わらず生活や権利が保障される社会を目指し、県内全市町村にお

いて、住民福祉の更なる向上のために、下記の項目を計画に位置付け取り組んでいただきたく強く要望い

たします。 

＜略＞ 

記 

１ 「我が事・丸ごと」地域共生社会の実現に向けた事項 

(1) 包括的な相談体制の整備を明記されたいこと。 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 長野県知事への意見・提言 

 ① しあわせ信州創造プラン  への意見・提言           

  ○ 多様性を尊重する共生社会づくり、福祉を支える体制の充実等 ８項目 

○ 平成３０年１月 15 日 

 

② 第７期長野県高齢者プラン（案） への意見・提言      

  ○ 地域包括ケアシステム構築、高齢者虐待の防止・対応、成年後見制度の利用促進等 １１項目 

○ 平成３０年３月２日 

 

③ 長野県障がい者プラン 2018（案） への意見・提言      

○ 障がいへの理解と権利擁護の推進、虐待防止対策の推進、虐待防止対策の推進等 １０項目 

○ 平成３０年３月２日 

 

(3) 長野家庭裁判所佐久支部長等への要望 

○ 要 望 内 容   長野地方・家庭裁判所佐久支部の調査官の常駐、及び少年審判の取扱い、庁舎の

建て替えについて 

○ 要望送付先  最高裁判所長官、東京高等裁判所長官、衆議院議長、参議院議長、法務大臣、財

務大臣、長野地方・家庭裁判所長、長野地方・家庭裁判所佐久支部支部長、検事総

長、東京高検検事長、長野地方検察庁検事正 
 

 

(2)  共生型サービスの創造と充実を明記されたいこと。 

(3)  相談専門職の確保及びスキルアップのための体制整備を明記されたいこと。 
 

２ 高齢者等の権利擁護、虐待防止・対応体制の整備に向けた事項 

(1) 養護者及び養介護施設従事者等による高齢者虐待防止・対応体制の整備を明記されたいこと。 

(2) 高齢者虐待対応を担う職員の人材確保と育成を明記されたいこと。 

(3) 適切かつ迅速な虐待対応に向けた各ネットワークの構築を明記されたいこと。 

(4) 養介護施設従事者等による虐待防止及び早期発見・対応に向けた体制整備を明記されたいこと。 

 

３ 高齢者等の権利擁護、成年後見制度利用促進の体制整備に向けた事項 

(1)  成年後見制度利用促進市町村計画の策定等を明示されたいこと。 

(2)  成年後見制度を活用した地域連携ネットワークの中核となる機関設置を明示されたいこと。 

(3)  成年後見制度の住民への周知等について明示されたいこと。 

(4)  成年後見人等の審判開始の市町村長申立てを積極的に行うことを明示されたいこと。 
 

４ 高齢者の住まいと日常のくらしを支援するための体制整備に向けた事項 

(1) 高齢者の住まいと日常のくらしを支援する体制整備を明記されたいこと。 

(2) 介護保険サービス未利用者に対するアウトリーチ機能を含めた支援対策を明記されたいこと。 

(3) 若年性認知症者への支援の充実を明記されたいこと。 
 

５ 地域実状に応じ、2025年を見据えた持続・実現性のある計画策定に向けた事項 

(1) 地域の実状に応じ適切なサービス量を見込むとともに、それに応じた人材確保を明記されたいこと。 

(2)  働きながら介護をする家族の就労継続と負担軽減に向けた施策を明記されたいこと。 

(3)  地域包括支援センターの適正設置と適切な人員配置を明記されたいこと。 

(4)  短期的（３年間）な目標や計画にとどまらず、2025年を見据えた計画を明記されたいこと。 
 

＜要望の内容・説明等 略＞ 

 



Ⅷ 委員会・地区活動・全国会議等  
 

１ 委 員 会 活 動 

（1）一般委員会 

① 福祉活動委員会（４５人）               

○ 6月10日（土）総会時委員会                          

○ 通年（地区学習会の企画推進、政策提言、地域包括ケア推進研修、子どもの権利 

条約フォーラム分科会等企画実施） 

② 虐待対応委員会（４０人）                            

○ 4月27日（木）県・弁護士会との虐待対応打合せ会議               

○ 6月10日（土）総会時委員会                          

○ 7月 3日（月）正副等委員長会議                        

○ 9月22日（金）虐待対応専門職チーム合同研修会に係る弁護士会との打合せ会議   

○10月18日（水）障がい者虐待対応現況調査に係る県との打合せ会議         

○10月31日（火）虐待対応専門職チーム合同研修会に係る弁護士会との打合せ会議   

〇11月26日（日）長野県高齢者虐待対応状況実態把握調査検討会議                  

〇12月22日（金）障がい者虐待対応現況調査に係る県との打合せ会議         

〇 1月20日（土）虐待対応に係るキャリア形成訪問指導事業資料作成会議             

〇 3月14日（水）虐待対応委員会運営管理委員会                  

③ 広報編集委員会（１４人） 

○ 6月10日（土）総会時委員会                          

○ 通年 広報紙の編集・校正作業（隔月奇数月１日発行に合わせて） 

 

（2）事業委員会 

① 生涯研修センター運営委員会（１６人） 

○ 4月12日（水）委員会                             

○ 5月18日（木）専門部会                            

○ 6月10日（土）総会時委員会                          

○ 7月20日（木）地域NW研修打合せ会議                      

○ 8月27日（日）障がい者の地域生活研修PT                    

○ 9月15日（金）地域NW研修打合せ会議                       

○ 2月 5日（月）基礎研修講師連絡会議                       

② 権利擁護センターぱあとなあ運営委員会（４４人） 

   ○ 4月 1日（土）第1回継続研修部会（９人）                    

○ 5月20日（土）第1回運営委員会（２９人）                    

   ○ 6月 4日（日）第1回広報部会（９人）                                          

○ 6月10日（土）総会時委員会                          

   ○ 7月29日（土）第2回広報部会                                                  

   ○ 8月 6日（土）第2回継続研修部会（９人）                    

○ 9月 2日（土）第2回運営委員会                        

   ○ 9月 9日（土）第1回成年後見人候補者養成研修部会 （９人）                    

   ○ 9月24日（日）第3回継続研修部会                                             

   ○ 9月30日（土）第3回広報部会                         

○11月 4日（土）第4回継続研修部会                       

○12月 2日（土）第5回継続研修部会                       



○12月 9日（土）第3回運営委員会                        

○ 2月 3日（土）第4回運営委員会                        

   ○ 9月24日（日）第6回継続研修部会                                             

③ 地域生活定着支援センター運営委員会（９人） 

○ 5月16日（木）第1回運営委員会                        

○ 7月11日（火）第2回運営委員会                        

○ 9月26日（木）第3回運営委員会                        

○11月14日（火）第4回運営委員会                        

○12月 8日（金）第5回運営委員会                        

○ 1月25日（木）第6回運営委員会                        

○ 3月13日（火）第7回運営委員会                        

 

 (3) プロジェクト会議等 

① 福祉災害支援PT関係（６人） 

   ○ 6月18日（日）第1回プロジェクト会議                     

   ○ 9月 9日（土）第2回プロジェクト会議                     

   ○ 1月13日（土）第3回プロジェクト会議                     

 

② 成年後見制度利用促進推進PT（１２人） 

   ○ 6月５日（月）準備会議                              

   ○ 6月12日（月）三士会（弁護士会、司法書士会）打合せ会議 

   ○ 7月10日（月）県関係課と三士会（弁護士会、司法書士会）打合せ会議 

   ○11月 1日（水）成年後見制度利用促進・長野県関係者会議（長野家裁、県関係課、三士会） 

   ○２月14日（水）家事関係協議会、成年後見制度利用促進のための三士会協議 

 

③ 福祉まるごと学会運営委員会（７人） 

   ○12月25日（月）正副委員長選任、平成30年度実践研究発表募集要項について 

   ○２月 2日（水）平成30年度実践研究発表応募状況、応募者奨励賞等について 

 

２ 地 区 活 動 

（1）北信地区 

  ① 学習会 

   ○ 8月26日（土）「ぱあとなあながの長野ブロック学習会」             

   ○ 9月 1日（金）「全世代・全対象型地域包括支援体制の構築に向けて」       

   ○ 9月16日（土）ひよこ部会「社会福祉士会ってなんぞや？」            

   ○10月13日（金）「社会福祉法人の社会貢献活動としての生活困窮者支援の現状と課題」 

   ○12月14日（木）「社会福祉士として高齢者とその家族の権利擁護と支援について考える」 

  ② 役員会（５１人） 

   ○ 5月31日（水）第1回役員会                            

   ○ 2月 2日（金）三役会                               

③ 地区総会 

○ 2月17日（土）出席者 １４４人（委任状含む）児童発達支援センター「にじいろキッズらいふ」 

        内 容 平成29年度事業報告、平成30年度事業計画等 

（2）東信地区 

 ① 学習会  



○ 6月24日（土）「基礎から学ぶ発達障がいの理解と児童養護施設の現状」        

○ 8月27日（日）「生活をつなぐ療育コーディネーターのネットワーク」         

○10月28日（土）「発達障がいを支える制度の理解と活用」               

○12月17日（日）「児童発達支援の現状と子どもの発達障がいについて考える」      

② 役員会（４４人） 

○ 4月 6日（木）第1回役員会（三役・福祉活動委員会）                

○ 6月24日（土）第2回役員会（三役・福祉活動委員会）                

○ 8月27日（日）第3回役員会（三役・福祉活動委員会）                

○12月27日（水）第4回役員会（三役会）                       

○ 1月24日（水）第5回役員会                                 

○ 3月22日（木）福祉活動委員会                            

③ 地区総会 

○ 2月24日（土）出席者 １５８人（委任状含む） 小諸市市民交流センター ステラホール 

       内 容 平成29年度事業報告、平成30年度事業計画等 

 

（3）中信地区 

  ① 学習会 

   ○ 7月 7日（金）説明会「社会福祉士ってなんだ」                  

   ○ 7月21日（金）「障がい福祉分野を知ろう！」                    

   ○ 7月29日（土）説明会「ぱあとなあの取り組みを中心に」               

   ○ 8月18日（金）「地域生活支援事業について」                     

   ○ 9月15日（金）「子どもの発達と障がい児サービスについて」             

   ○10月26日（木）「就労継続支援B型事業における支援について」            

   ○11月23日（祝）「福祉災害支援」研修会                       

○11月29日（水）「精神障がい者の支援について」                       

○12月 8日（金）「高齢者支援における社会福祉士のあり方」                 

○12月16日（土）フォーラム「松本の障がい福祉の未来を考える」         

○ 1月19日（金）「住まいの場と短期入所の現状と課題及び未来像＆意見交換」     

○ 1月20日（土）「子ども家庭福祉の現状と課題について考える」      

○ 1月28日（日）「地域共生社会の実現にむけて」              

○ 2月16日（金）「障害福祉分野で聞きたいこと、あれこれ！」          

   ② 役員会（５４人） 

   ○ 4月13日（木）第1回役員会                            

   ○ 5月25日（木）大北ブロック会                           

   ○ 8月24日（木）第2回役員会                            

    ○ 9月14日（木）第1回地区福祉活動委員会                      

   ○ 1月11日（木）第3回役員会                            

   ○ 3月20日（火）大北ブロック会                           

③ 地区総会 

○ 1月28日（土）出席者 １４６人（委任状含む） 松本大学 

        内 容 平成29年度事業報告、平成30年度事業計画等 

 

（4）南信地区 

  ① 学習会 

 ○ 7月20日（木）諏訪ブロック「地域の防災力をアップしよう」            



 ○ 7月20日（木）南信州ブロック「飯伊圏域における地域生活拠点整備について」    

○ 7月26日（水）上伊那ブロック「高齢者虐待～事例から理解を深める～」       

   ○ 9月20日（水）上伊那ブロック「生活困窮者自立支援の現状と取り組み」       

   ○ 9月21日（木）諏訪ブロック「放課後等デイサービス」               

   ○ 9月21日（木）南信州ブロック「NPO法人を利用されている方における事例検討会」   

   ○11月 4日（土）上伊那ブロック「成年後見利用促進基本計画」学習会 

 共催：三士会（県弁護士会、リーガルサポートながの、社福士会）   

   ○11月16日（木）諏訪ブロック学校・家庭をとりまく今日の状況」          

   ○11月25日（土）南信州ブロック「災害時に際して自分たちができること」      

○12月20日（水）上伊那ブロック「看取りについて考える」          

○ 1月18日（木）諏訪ブロック「認知症を抱える方の支援について考える」    

○ 2月15日（木）南信州ブロック「児童家庭支援センターの活動内容について」    

○ 3月14日（水）上伊那ブロック「発達障がいの理解」         

   ② 役員会（４７人） 

○ 7月15日（土）第1回役員会                         

   ○11月25日（土）第2回役員会                           

③ 地区総会   

○ ２月17日（土）出席者 １５２人（委任状含む） 箕輪町地域交流センター 

         内 容 平成29年度事業報告、平成30年度事業計画等 

 

３ 日本社会福祉士会／関東甲信越ブロック会議等への派遣・出席 

○ 4 月 29 日   関東甲信越ブロック社会福祉士会災害連携会議（長峰理事） 

○ 5 月 13・14 日 都道府県ぱあとなあ連絡協議会（宮本理事、衛藤理事） 

○ 5 月 23 日   成年後見制度利用促進基本計画説明会（衛藤理事） 

○ 6 月 10 日   未成年後見人養成研修（弓田会員） 

○ 6 月 17 日     日本社会福祉士会通常総会（萱津会長） 

○ 8 月 4・ 5 日  意思決定支援・成年後見活動ツール伝達研修（衛藤理事、小林部会長） 

○ 9 月 2・ 3 日  都道府県社会福祉士会・会長会議 （萱津会長） 

○ 9 月 24・25 日 全国生涯研修委員会議（上條生涯研修センター長、関事務員） 

○  9 月 30 日   司法福祉全国研究集会/司法福祉担当者研修会（金川委員） 

○ 10 月 14 日   ぱあとなあ関東甲信越ブロック連絡会（衛藤理事、宮澤ぱ・事務局長） 

○ 11 月 23 日   関東甲信越ブロック社会福祉士会災害連携会議（橋本委員） 

○ 12 月 2 日      甲信越社会福祉士会・連携会議 （上條副会長、青木理事、小池局長、関職員） 

 ○ 2月 17日   関東甲信越ブロック社会福祉士会・会長会議（萱津会長） 

○ 11 月 18・19 日 現場のための障害者虐待防止研修（衛藤理事、勝又委員） 

○ 11月 23日   基礎研講師養成研修（上條副会長、田村委員、宮木委員） 

 

 

 

 

平成 29 年度 公益社団法人長野県社会福祉士会 事業報告附属明細書 

 

１ 事業報告の内容を補足する重要な事項はない。 

 


